
給管鳥 Ver6.1.2の主なアップデート内容は下記となります。 
 
【追加機能】 
■利用者管理：施設情報に履歴管理機能を追加。 
■（予定）実績管理： 
◇特定診療費・特別療養費の算定回数表示機能。 
◇介護予防通所介護費、介護予防通所リハビリテーション費： 
「選択的サービス」の加算をそれぞれ算定可能に。 

◇訪問リハビリテーション費：訪問介護事業所連携加算の加算のみに対応。 
■帳票管理：訪問看護計画書に「評価」を追加。 
【修正項目】 
■実績集計：施設系サービスの入所日の取得方法を修正 
 
 
■利用者管理：施設情報に履歴管理機能追加 
「異動情報」と「施設情報」のタブを分け、施設情報（特定入所者、旧措置入所者特例 
（特養）、主傷病（老健、療養型医療施設）にも有効期間を入力できる履歴管理機能を追加

しました。 
 
◆「利用者負担限度額（特定入所者）」 
「介護保険負担限度額認定証」をお持ちの利用者については、認定証に記載されている 
食費・居住費の金額の他に、有効期間の入力が可能になり履歴管理がおこなえるようにな

ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【操作方法】 
特定入所者にチェックをつけ、認定証に記載されている食費・居住費と有効期間を 
入力し、「追加」をクリックします。一覧に有効期間等が反映されているのを確認し、 
画面右上の「登録／更新」をクリックして登録してください。 

「異動情報」と「施設情報」の 

タブを分けました。 

「有効期間」 

「追加」 「書替」 



また登録されている食費・居住費、有効期間の情報を修正したい場合は、該当項目を 
修正し、［書替］をクリックすると情報が修正されます。 
 
【お知らせ】 
1.特定入所者欄に食費・居住費がすでに入っている利用者 
2.旧措置入所者特例にすでにチェックがついている利用者 
3.主傷病に病名が入力されている利用者 
 
上記利用者の場合、給管鳥 Ver6.1.2にバージョンアップすると、有効期間には 
自動的に「平成 24年 7月 1日」から「平成 25年 6月 30日」と入ります。 
 
有効期限は平成 25年 6月 30日となっておりますので、平成 25年 7月分のサービスから、
施設情報で更新作業をおこなわないと下記警告メッセージが表示されます。 
 

 

 

 

 

 

メッセージが表示された場合は、利用者情報詳細画面の施設情報を確認し、設定を 

おこなってください。 

 

※ 

主傷病のみの設定でも有効期間が必要になりますので、頻繁の更新作業が大変な場合は 

有効期間を長めに設定する方法をおすすめします。 

 

 

 

【ご注意ください】 

施設情報の 3項目、特定入所者、旧措置入所者特例（特養）、主傷病（老健、療

養型医療施設）の履歴管理は、項目ごとにおこなうことはできませんので、有

効期間の設定にはご注意ください。（主傷病のみでも今回のバージョンから有効

期間の設定が必要になります。） 

 
 
 



■（予定）実績管理： 
◆特定診療費・特別療養費の算定回数表示機能 

サービス（予定）実績画面に［特定診療・特別療養費］のボタンを設置し、設定された 
特定診療費・特別療養費のサービスの種類、算定回数、算定日を確認できる画面を表示 
する機能を追加いたしました。 
 
【サービス予定】画面 
 
 
 
 
【サービス実績】画面 
 
【サービス実績】画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
【特定診療費・特別療養費明細】画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［特定診療・特別療養費］ボタン 

［特定診療・特別療養費］ボタン 

特定診療費・特別診療費の「サービ

ス名」をクリックすると、「詳細情報」

に算定日と算定回数が表示されま

す。 



◆介護予防通所介護、介護予防通所リハビリテーション費： 
「選択的サービス」の加算がそれぞれ算定可能になりました。 

運動器機能向上加算、栄養改善加算、口腔機能向上加算のいずれか 2 種類あるいは 3 種類
の加算を同日算定すると、選択的サービス複数実施加算が自動的に算定されましたが、 
おのおのの加算が算定できるように算定区分機能を追加いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【操作方法】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2種類あるいは 3種類のサービスをすべて「あ

り」にして提供日に貼り付けると、選択的サー

ビス複数実施加算が算定されます。 

例：「運動器機能向上加算」と「栄養改善加算」

の２つの加算を 1日に算定したい場合 

 

※サービスを提供日に 2 回貼り付け登録する

方法です。 

(1)「運動器機能向上加算」あるいは「栄養改

善加算」のどちらかの加算を「あり」にして

貼り付けます。 
（例は「運動器機能向上加算」を「あり」に

しています。） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆訪問リハビリテーション費：訪問介護事業所連携加算の加算のみに対応 
訪問介護事業所連携加算のみを算定可能になるよう算定区分機能を追加いたしました。 
操作方法は予防通所介護・予防通所リハの複数種類サービス加算の同様の操作方法で 
「訪問介護事業所連携加算」を「あり」で、算定区分を「加算のみ」にして設定して貼り

付け、登録してください。 
 
■訪問看護計画書：「評価」欄を追加 
訪問看護計画書に「評価」の欄を追加いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)次に「栄養改善加算」のみ「あり」
に設定し、「２」タブにある算定区分

を「加算のみ」にして貼り付けてくだ

さい。 

 
「2」タブ 算定区分を「加算のみ」

にします。 
(3)予防通所リハのサービ
スを提供日に２回貼り付

けてあることを確認し登

録します。 

「評価」欄 



■実績集計：施設系サービスの入所日の取得方法を修正 
利用者情報詳細画面の異動情報で同月内に入退院の情報を登録した場合、最新の入院年月

日を参照していたため、介護給付費明細書の入所（院）年月日、実日数のカウント等に矛

盾がありましたので修正いたしました。 

【利用者情報詳細画面：異動情報】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護給付費明細書の入院（所）

年月日、実日数は、最新の入院

日を参照しているため、サービ

スの回数と入院（所）年月日、

実日数に矛盾がありました。 

入院（所）年月日と実日数を 

修正いたしました。 


